
0

基本政策ＷＧにおける検討状況

平成１６年１２月３日

基本政策ＷＧ

資料２
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ｕ－Ｊａｐａｎ
草の根価値創発

２０１０年に向けた構想としての骨格

【ｅ－Ｊａｐａｎの大目標】

２００５年までに世界最先端の
「ＩＴ国家」を実現

（キャッチアップ）

【ｕ－Ｊａｐａｎの大目標】

２０１０年には世界最先端の
「ＩＣＴ国家」として先導

（フロントランナー）

基本思想①：フロントランナーとしての２０１０年の目標設定

ＩＴからＩＣＴへ

インフラ整備

基本思想②：「e」から「u」への進化

ｅ－ＪａｐａｎⅡ
利活用

◆ユビキタス化で
「質」を探求

◆リッチなＩＣＴ空間
を拡大

利活用促進

●

ｅ－Ｊａｐａｎ
インフラ

ナローバンド ブロードバンド ユビキタスネット

電子商取引
電子政府

先導的利活用

課題解決

利用
環境
整備

ユビキタス

課
題
解
決

情報化促進
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「ｕ－Ｊａｐａｎ政策パッケージ」の全体像
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国際戦略：国内にとどまらず、国際的な市場やネットワークを視野に入れた政策を推進（アジアを世界の情報拠点に）

技術戦略：必要となるＩＣＴ分野の研究開発・標準化を戦略的・重点的に推進

ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝの基盤整備
（ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ、相互運用性、高信頼性、ｺｰﾄﾞ標準化等）

ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ整備

ブロードバンド基盤の全国的整備
（ﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞ解消､地域情報化､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送､競争政策等）

有線・無線のシームレスなアクセス環境の整備
（電波開放、固定・移動融合、通信・放送連携等）

実物系ネットワークとの融合促進
（電子ﾀｸﾞ､ｾﾝｻｰﾈｯﾄ･ﾈｯﾄﾛﾎﾞｯﾄ､ﾕﾋﾞｷﾀｽ端末､ITS等）

ユビキタスネット憲章の制定
（ユビキタスネット社会の基本原則及び

共通認識を整理し、憲章化して世界に発信）

ICT安心・安全２０１０戦略
１００課題の中から優先的に対応すべき
２０課題・10分野を抽出し、重点戦略を推進

利用環境整備

産官学民一体となって
集中的・重点的な取組みを推進

技術の成熟と
普及定着

利用者意識の
向上

２０１０年へ向けた将来課題 （生活者のニーズ調査から抽出）

乗客のイライラ
解消

若年・中高年
の社会参加

ＩＣＴの利活用が将来課題の解決に寄与

患者中心の
医療ｻｰﾋﾞｽ

災害時の
安全確保

行政手続きの
オンライン化

高齢者に
優しい住宅

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞの
効率化

生涯学習
の普及

勤務形態
の多様化

ﾎﾜｲﾄｶﾗｰの
協業支援

交通渋滞・
事故の削減

食の
安心・安全

ﾘｻｲｸﾙ・ｺﾞﾐ
処理の推進

ｺﾝﾃﾝﾂへの
自由なｱｸｾｽ

人に優しい心と心の触れ合
い

利用者の視点が融け込む 個性ある活力が湧き上がる

２０１０年には世界最先端の「ＩＣＴ国家」として先導

ｺﾝﾃﾝﾂの創造・流通・利用促進
（流通環境整備、ｱｰｶｲﾌﾞ、電子政府・自治体等）

ICTによる先行的社会ｼｽﾃﾑ改革
（社会･経営革新､物流・ﾚｶﾞｼｰ改革､制度改革等）

ICT人材活用
（人材育成､教育改革､ﾍﾞﾝﾁｬｰ促進､市民参加等）

ICT利活用の高度化

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの導入促進
（ｴｰｼﾞｪﾝﾄ技術、ﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ、ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ等）


